
 「 映画 『ロボコン』にみる“挑み力”」 

　生い立ちから映画監督として現在に至るまでを、ご自身の経験を振り返りながら、独自の「集い力」「挑み力」「成し遂げ
力」観を切り口に熱く語っていただきました。

第３回 チャレンジセンターセミナー

開催報告

●日時 ： ２００７年 ５月３０日（木） １５：００～１７：００
●場所 ： 東海大学 湘南校舎 松前記念館講堂
●プログラム ： 映画　『ロボコン』にみる“挑み力”
●講師 ： 古厩智之［ふるまや・ともゆき］（映画監督）
●参加者 ： １８０名（沼津校舎20名含む）（学生１３６名、教職員３１名、一般１３名）
●アンケート回答 ： １３４名

この企画の成果

　古厩監督には講演の中で、内向的であった自分が好きになれず、そんな自
身に向けた嫌悪感を忘れたい衝動から、スクリーンの物語を眺め続けた１０
代、「自分は何がやりたいのか」を自問し「映画が好きなこと、映画をつくりあげ
たい」という現在の自分を支え続ける「夢」へと変容していった軌跡について
お話しいただきました。

　ユーモラスな語り口の中にも時に心に強く問いかける古厩監督に、学生は
徐々に引き込まれ、それぞれがこれからの生き方のヒントを掴み取っていった。

　特に印象に残ったのは、自主制作映画が評価され、古厩監督が初めてプ
ロの監督として撮影を行っていたときの話。新人は自分だけという中で、監督
として自分のイメージにこだわるあまり、細部にわたって指示を出したため、ス
タッフの気持ちが徐々に離れていった。そのときプロデューサーから「お前は何
をやりたいのか」と問われ、映画に対する思いを再確認。

　細かな指示を出さず、スタッフにどうすればよいかを問いかけながら、すべて
任せる方針に改めたところ、スタッフに活気が戻っただけでなく、他者から得る
様々な気づきにより、自分だけでは想像もできなかったようなすばらしいシーン
が次々に出来上がった。 古厩監督はこのとき、How toよりもWhat toが大
切、自分には「挑み力」「成し遂げ力」はあったが、「集い力」はなかったと振り
返ったそうです。



第３回 チャレンジセンターセミナー

開催報告

今後の事業への展開

　今回の講演では、「自分一人で出来ることには限りがあ
る。目的を達成したいならば、他者の存在を認めることが大
切である」という講演内容と、本学の教育方針である「集い
力」「挑み力」「成し遂げ力」を関連付けることができた。こ
れは本取組の意義を学生に分かりやすく浸透させ、学生が

他者と協力して様 な々活動に参加する意欲を高めることに
大変有効であった。

　今後もこうしたセミナーを企画するとともに、大学が学生
に伝えたいことを講演内容に反映させる過程を授業の改
革にも役立てる。

　監督は最後に「まず、自分の好きなことをみつけてください。」と学生に語り
かけた。「集い力・挑み力・成し遂げ力は、確かに大切な生きる力です。けれど
も、まず、その力を注ぎこむ目的や夢がみんなの中になければ、この力の威力は
発揮されないと思います。」という監督の言葉に、参加者は思いを新たにした
ようであった。

一人でダメなら他人に頼る。多くの人たちと活動することで、そこでまた、新たなものが生まれる、その重要さを再認識できた。

今回の機会をプロジェクト活動にどのようにいかしていくか、講演で得たヒントを参考にしていきたい。良い刺激になった。

自分は何かをやりたいですが、今まで良く分からなかったけれども、今日の古厩監督の講演を聴かせて頂き、やりたいことが見つかっ

たと思う。

監督がいうとおり、「集い力・挑み力・成し遂げ力」が全て揃っている職場は確かにないと思った。しかし、集い、挑み、成し遂げようとす

る力は生きていく上で何かしら役に立つのではないかと思った。

一番の発見は集うことが最初ではないこと。人には人のやり方があって、挑むことで成し遂げを、そこから集う大切さに気付くこともあ

る。やりたいことがみつけられた。

自分が出来ること、出来ないこと、全ての失敗には理由があり意味があると考えたいと思います。

皆で何かを作ろう！と言うような事になると、何となくリーダーシップとって、最終的にはワンマンに成ってしまうことが多いのですが、監

督が話してくれたことを参考に頑張りたい。

大学時代からの監督自身の成長と葛藤をとても感情を込めて話して頂いた。また、自分の参加しているプロジェクトで同じよう起こっ

た問題もあり、実感があった。

【　経　歴　】

　1968年11月14日　長野県生まれ。映画監督。

　古厩氏は、大学在学中の 1992年に撮影した自主制作の短編映画「灼熱のドッジ

ボール」で、ぴあフィルムフェスティバルのグランプリを受賞することにより、劇場公開用

長編映画を撮影できるスカラシップ権を獲得し、1994年に劇場映画デビュー作「この

窓は君のもの」を監督。2001年に「まぶだち」でロッテルダム国際映画祭のグランプリ

と国際批評家連盟賞のダブル受賞を果たした後、2003年に「ロボコン」が、東宝系に

て全国公開されました。最新作の「さよならみどりちゃん」では、フランスのナント三大陸

国際映画祭で準グランプリを授賞するなど国内外で高い評価を得ています。

■参加者からは次のような感想が寄せられました。
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古厩　智之（ふるまや　ともゆき）氏


